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「橋梁補修工事へのＩＣＴ導入」
～ＩＣＴ技術による効率化とコスト削減～

国土交通省の報道発表

平成28年4月11日に国土交通省より『i-Construction 委員会 報告書につ

いて～建設現場の生産性革命～』と題して報道発表がありました。

国土交通省では、「ICT の全面的な活用（ICT 土工）」等の施策を建設現

場に導入することによって、建設生産システム全体の生産性向上を図り、

もって魅力ある建設現場を目指す取組であるi-Construction（アイ・コンス

トラクション）を進めています。

そもそもICTとは？

ICTとは、Information and Communication Technology(インフォメーショ

ン・アンド・コミュニケーション・テクノロジー)の略で、日本ではすでに

一般的となったITの概念をさらに一歩進め、IT＝情報技術に通信コミュニ

ケーションの重要性を加味した言葉です。ICTは、ITとほぼ同義語ですが、

情報通信技術のコミュニケーション性を強調していて、ネットワーク通信に

よる情報・知識の共有を念頭に置いた表現となっています。日本ではITとい

う言葉が普及しましたが、国際的にはICTという呼称のほうが一般的です。

ARCHIST System

ICTを利用して、先ずは身近で

出来ることから解決していく。

何が出来るか？
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１．PITTORE『ピトレ』を使ってコンクリート構造物の調査を効率化

PITTORE『ピトレ』

現場調査

図面作成

数量表作成

① コンクリート構造物のひび割れや浮き、欠損部等を
チョークにてマーキングし計測する。

② コンクリート構造物の劣化や損傷状況を用紙にスケ
ッチし、長さや寸法を記録する。

③ 現場でスケッチした図面をCADにて製図する。

④ 現地で記録した長さや寸法の数量表を作成する。

② コンクリート構造物の劣化や損傷状況をタブレットにスケ
ッチし、各損傷毎に長さや寸法を割り当てる。

③ ボタン一つでタブレットにスケッチした図面をCAD化。
（DXFに自動変換）

④ ボタン一つでタブレットに記録した長さや寸法をExcel化。
（Excelの数量表に自動変換）

画像のチョーキングをトレース

①マーキングと計測 ②タブレットにスケッチし
各損傷毎に長さや寸法を割り当てる

PITTORE『ピトレ』

③ボタン一つでCAD化

④ボタン一つでExcel化

手書きのスケッチを背景に置けば位置関係など修正しながら清書（入力）出来ます。

PITTORE『ピトレ』

ピトレ応用編１
写真を背景に置けばなぞるようにスケッチが出来るので能率は格段に上がります。

PITTORE『ピトレ』

ピトレ応用編２
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VECCHIO『ヴェッキオ』

２．VECCHIO『ヴェッキオ』を使って補修工事の積算・見積作成

例① ひび割れ補修工（低圧注入）10m/橋 … 150,300円/橋 （官積算）

219,400円/橋（概算見積）

例② 断面修復工 0.02ｍ3…1.0m×0.4m×0.05m× 1箇所 カッター2.8m

0.2m×0.2m×0.05m×10箇所 カッター8.0m

例③ 防錆剤塗布1㎡ 材料金額 … 0.8㎏/㎡×400円/㎏ = 320円

荷姿金額 … 10㎏/袋×400円/㎏ = 4000円

実施工に小数点以下の人工数はあり得ない

損傷箇所の分布や箇所数カッター切りの長さにより歩掛が変わる

材料は荷姿で購入するため使用数量で算出すると逆鞘になる

VECCHIO『ヴェッキオ』

【官積算】 【概算見積書】

①補修工事の数量や材料等の条件を与え官積算を作成する。
②ボタン一つで概算見積書を作成する。

VECCHIO『ヴェッキオ』

③ボタン一つで施工計画書を作成する。

工種・種別 品名 品質規格・系統 製造会社 品質証明
納入

時期
適用

試験成績書太平洋マテリアル

太平洋マテリアル

1

以下余白

防錆材入りポリマー

セメントモルタル

主材

左官工法  ＜１橋当

り＞

混和剤

ＲＦ混和材
防錆材入りポリマー

セメントモルタル

混和材

2 缶

予定使用量

左官工法  ＜１橋当

り＞

断面修復材

ＲＦ厚付けモルタルパウダー 10 袋

試験成績書

3
左官工法  ＜１橋当

り＞
鉄筋防錆材

RF防錆セメント
鉄筋の防腐処理剤

（ＲＦ防錆ペースト
主材）

3 袋 太平洋マテリアル 試験成績書

2

4
左官工法  ＜１橋当

り＞

混和剤

ＲＦ混和材(防錆ペースト用）

鉄筋の防腐処理剤

（ＲＦ防錆ペースト

混和料）

1 缶 太平洋マテリアル 試験成績書

5
左官工法  ＜１橋当

り＞

プライマー材

RF-100 表面固化・アルカリ
性付与材

1 缶 太平洋マテリアル 試験成績書

6
低圧注入工法　＜１
橋当り＞

注入材

ＡＲＣＨＩＳＴ　注入材

自動式低圧樹脂注入

工法用低粘度型エポ

キシ樹脂

1 セット ARCHIST 試験成績書

7
低圧注入工法　＜１

橋当り＞
シール材

ＡＲＣＨＩＳＴ　シール材
30分硬化型エポキシ

系接着剤
3 セット ARCHIST 試験成績書

8
低圧注入工法　＜１

橋当り＞

低圧注入器具

ＡＲＣＨＩＳＴ　注入器具
自動式低圧樹脂注入

工法用器具
40 本 ARCHIST 試験成績書

9
左官工法  ＜１橋当

り＞

断面修復材

ＲＦ厚付けモルタルパウダー

防錆材入りポリマー

セメントモルタル

主材

10 袋 太平洋マテリアル 試験成績書

10
左官工法  ＜１橋当
り＞

混和剤

ＲＦ混和材
防錆材入りポリマー
セメントモルタル

混和材

2 缶 太平洋マテリアル 試験成績書

11
左官工法  ＜１橋当

り＞
鉄筋防錆材

RF防錆セメント
鉄筋の防腐処理剤

（ＲＦ防錆ペースト

主材）

1 袋 太平洋マテリアル 試験成績書

12
左官工法  ＜１橋当

り＞

混和剤

ＲＦ混和材(防錆ペースト用）

鉄筋の防腐処理剤

（ＲＦ防錆ペースト

混和料）

1 缶 太平洋マテリアル 試験成績書

13
左官工法  ＜１橋当

り＞

プライマー材

RF-100 表面固化・アルカリ

性付与材
1 缶 太平洋マテリアル 試験成績書

14
低圧注入工法　＜１
橋当り＞

注入材

ＡＲＣＨＩＳＴ　注入材

自動式低圧樹脂注入
工法用低粘度型エポ

キシ樹脂

1 セット ARCHIST 試験成績書

15
低圧注入工法　＜１

橋当り＞

シール材

ＡＲＣＨＩＳＴ　シール材
30分硬化型エポキシ

系接着剤
3 セット ARCHIST 試験成績書

ARCHIST 試験成績書16
低圧注入工法　＜１

橋当り＞

低圧注入器具

ＡＲＣＨＩＳＴ　注入器具
自動式低圧樹脂注入
工法用器具

40 本

:

※水の配合量は、現場環境により規定の範囲内で増減させる。

材料名 商品名
標準配合(重量比) 標準塗布量

(kg/m2)原液

プライマー材 RF-100 ： 0.4

ポリマーセメント系モルタルを所定の配合比で混練りしま
す。混練は５分間を目安に行い充分撹拌させる。その後速や
かに所定の面まで押さえつけながら充填する。

はつり深さにより積層を重ねる場合は、使用する材料メー
カーより一度に塗付け可能な厚みを確認する。

材料名 商品名
標準塗布量

(kg/m3)

断面修復材 ＲＦ厚付けモルタルパウダー 1,835

７、 仕 上 げ 工
既設コンクリート面と断面修復を行なった箇所に段差が発生
しないように注意すると共に、補修箇所表面を出来るだけ平
らにするよう入念にコテ等で押し付け仕上げる。

紛体 ＲＦ混和剤

20㎏ 3.6㎏

防錆材

打継用プライマー ポリマーセメントモルタル

鉄筋

【施工フロー・施工手順】【材料数量表】

工種・種別 品名 品質規格・系統 製造会社

太平洋マテリアル

太平洋マテリアル

防錆材入りポリマー

セメントモルタル

主材

左官工法  ＜１橋当
り＞

混和剤

ＲＦ混和材
防錆材入りポリマー

セメントモルタル

混和材

2 缶

予定使用量

左官工法  ＜１橋当
り＞

断面修復材

ＲＦ厚付けモルタルパウダー 10 袋

材料名 商品名
標準塗布量
(kg/m3)

断面修復材 ＲＦ厚付けモルタルパウダー 1,835

紛体 ＲＦ混和剤

20㎏ 3.6㎏

VECCHIO『ヴェッキオ』

④『ピトレ』から調査数量表の取り込み、もしくは打ち込み。

【ひび割れ数量表】【調査数量表作成】 【断面修復数量表】

設計数量 調査数量 差異

0.000 0.950 +0.950

0.000 0.000 ±0.000

0.000 0.000 ±0.000

0.000 0.000 ±0.000

設計数量 0.00m 0.000 4.100 +4.100

調査数量 5.05m 0.000 0.000 ±0.000

0.0 ㎜

設計 調査 設計 調査

延長（ｍ）延長（ｍ） 延長（ｍ） 延長（ｍ）

No1 HF 0.000 0.050

No2 HF 0.000 0.250

No3 HF 0.000 0.300

No4 HF 0.000 0.150

No5 HF 0.000 0.050

No6 HF 0.000 0.300

No7 HF 0.000 0.050

No8 HF 0.000 0.100

No9 HF 0.000 0.100

No10 HF 0.000 0.250

No11 HF 0.000 0.150

No12 HF 0.000 0.300

No13 HF 0.000 0.200

No14 HF 0.000 0.150

No15 HF 0.000 0.100

No16 HF 0.000 0.200

No17 HF 0.000 0.050

No18 HF 0.000 0.050

No19 HF 0.000 0.250

No20 HF 0.000 0.100

No21 HF 0.000 0.100

No22 HF 0.000 0.400

No23 HF 0.000 0.250

No24 HF 0.000 0.200

No25 0.40 0.000 0.950

小計 0.000 5.050 小計 0.000 0.000

補修方法

C : 1.0㎜以上5.0㎜未満

幅（㎜）

項 合 計 ：

D : 5.0㎜以上

E :HF(エフロレッセンス)

F :H有（漏水）

想定深さ

番号 幅（㎜） 補修方法 番号

種 別 ： B : 0.5㎜以上1.0㎜未満

ひび割れ補修 調査数量内訳

施 工 箇 所 ： 種別小計

位 置 ： A : 0.2㎜以上0.5㎜未満

1-10-2.5

ひび割れ

加圧ゴムを増やす

シール

座金 ｼｰﾙ材

ひび割れ

ひび割れ延長 Ｌ

露出鉄筋 漏水無 R(無)

漏水有 R(有)

断面浮き 漏水無 U(無)

漏水有 U(有)

断面欠損 漏水無 K(無)

漏水有 K(有)

豆板 漏水無 M(無)

漏水有 M(有)

その他 EO

漏水処理 EW

L1 L2 L3 L1 L2 L3

(m) (m) (m) (m) (m) (m) 設計 調査 設計 調査

No,1 0.000 0.000 0.000 0.200 0.450 30.0 四角形 0.000 0.090 0.0000 0.0027 K(無) K(無)

No,2 0.000 0.000 0.000 0.350 4.700 50.0 四角形 0.000 1.645 0.0000 0.0822 K(無) K(無)

No,3 0.000 0.000 0.000 0.150 1.300 50.0 四角形 0.000 0.195 0.0000 0.0098 K(無) K(無)

項合計 0.000 1.930 0.0000 0.0947

L1 L2 L3 L1 L2 L3

(m) (m) (m) (m) (m) (m) 設計 調査 設計 調査

No,1 0.000 0.000 0.000 0.700 0.300 50.0 四角形 0.000 0.210 0.0000 0.0105 K(無) K(無)

No,2 0.000 0.000 0.000 0.450 0.150 50.0 四角形 0.000 0.068 0.0000 0.0034 K(無) K(無)

No,3 0.000 0.000 0.000 0.150 0.400 50.0 四角形 0.000 0.060 0.0000 0.0030 K(無) K(無)

No,4 0.000 0.000 0.000 0.200 1.300 50.0 四角形 0.000 0.260 0.0000 0.0130 K(無) K(無)

No,5 0.000 0.000 0.000 0.300 0.700 50.0 四角形 0.000 0.210 0.0000 0.0105 K(無) K(無)

項合計 0.000 0.807 0.0000 0.0404

L1 L2 L3 L1 L2 L3

(m) (m) (m) (m) (m) (m) 設計 調査 設計 調査

No,1 0.000 0.000 0.000 0.500 4.650 50.0 四角形 0.000 2.325 0.0000 0.1163 K(無) K(無)

No,2 0.000 0.000 0.000 0.100 1.200 50.0 四角形 0.000 0.120 0.0000 0.0060 K(無) K(無)

項合計 0.000 2.445 0.0000 0.1223

L1 L2 L3 L1 L2 L3

(m) (m) (m) (m) (m) (m) 設計 調査 設計 調査

No,1 0.000 0.000 0.000 0.550 0.150 30.0 四角形 0.000 0.082 0.0000 0.0025 K(無) K(無)

項合計 0.000 0.082 0.0000 0.0025

L1 L2 L3 L1 L2 L3

(m) (m) (m) (m) (m) (m) 設計 調査 設計 調査

No,1 0.000 0.000 0.000 0.100 0.150 50.0 四角形 0.000 0.015 0.0000 0.0008 K(無) K(無)

項合計 0.000 0.015 0.0000 0.0008

L1 L2 L3 L1 L2 L3

(m) (m) (m) (m) (m) (m) 設計 調査 設計 調査

No,1 0.000 0.000 0.000 0.250 3.750 50.0 四角形 0.000 0.938 0.0000 0.0469 K(無) K(無)

項合計 0.000 0.938 0.0000 0.0469

断面補修工 調査数量内訳

（種別表）

施工箇所 A1北右-2.5

番号
想定深さ

(mm)

計算

方法

面積（m2） 体積（m3） 設計

種別

調査

種別

施工箇所 A1北左-2.5

番号
想定深さ

(mm)

計算

方法

面積（m2） 体積（m3） 設計

種別

調査

種別

施工箇所 A2南左-2.5

番号
想定深さ

(mm)

計算

方法

面積（m2） 体積（m3） 設計

種別

調査

種別

施工箇所 BK-2.5

番号
想定深さ

(mm)

計算

方法

面積（m2） 体積（m3） 設計

種別

調査

種別

施工箇所 HQ-2.5

番号
想定深さ

(mm)

計算

方法

面積（m2） 体積（m3） 設計

種別

調査

種別

施工箇所 IR-2.5

番号
想定深さ

(mm)

計算

方法
面積（m2） 体積（m3） 設計

種別
調査
種別

（深さ ａ）

（深さ b）

（深さ c）

幅

鉄筋

幅：L1

長さ：L2

（深さ a） （深さ c）（深さ b）

１）四角形 ２）台形

幅：L1

長さ：L2

長さ：L3

３）三角形

幅：L1

長さ：L2

１）四角形

面積の計算式：
１）四角形：L1×L2

２）台 形：L1×(L2＋L3)÷2
３）三角形：L1×L2÷2

体積の計算式：
１）面積×想定深さ

ボタン一つで調査数量表を読み込む
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PANORAMICA『パノラミカ』

３．PANORAMICA『パノラミカ』を使ってパノラマ写真を補正する。

・デジタルカメラで撮影すると…３分割

① ② ③

①パノラマ撮影すると…１枚 ②ひび割れ総延長を計測
橋梁補修積算見積・現場管理アプリケーション

PANORAMICA(パノラミカ)
亀甲ひび割れ延長距離計測アプリケーション

ARCHIST System ラインナップ

VECCHIO(ヴェッキオ)

PITTORE(ピトレ)

橋梁調査・点検支援アプリケーション

ご清聴ありがとうございました。


